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被
扶
養
者
資
格
調
査
が
終
了
し
ま
し
た

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で

薬
代
を
節
約
し
ま
し
ょ
う
!
／
他

短
期
給
付
財
政
状
況
と

財
政
調
整
事
業
に
つ
い
て

労
働
安
全
衛
生
業
務
担
当
者
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?

〜
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
で

脱
メ
タ
ボ
!
〜

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た

気
に
な
る
あ
な
た
の
年
金
見
込
額
が

閲
覧
で
き
ま
す

歯
周
病
に
要
注
意
!

便
利
で
お
得
な
普
通
貸
付
・
物
資
供
給
事
業
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

「
年
末
残
高
等
証
明
書
」を
発
行
し
ま
す
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7
月
に
実
施
し
ま
し
た
被
扶
養
者
の
資

格
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
終

了
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
何
か
月
も
遡
っ
て
扶
養

認
定
を
取
り
消
す
事
例
も
見
ら
れ
、
中
に

は
医
療
費
の
返
還
が
生
じ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
次
の
よ
う
な
事
例
に
該
当
し
た

場
合
な
ど
、
被
扶
養
者
の
要
件
を
満
た
さ

な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
取
消
手

続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
被
扶
養
者
の
収
入
や
生
計
状
況

に
変
動
が
生
じ
た
場
合
等
で
、
認
定
の
可

否
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
所
属
所
の
共
済
事
務
担
当
課
（
係
）

ま
た
は
共
済
組
合
総
務
係（
T
E
L
0
8
9

‐
9
4
5
‐
6
3
1
5
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
認
定
要
件
は
「
共
済
だ
よ
り
石
鎚
7
月

号
」（
Vol.
2
8
0
）
10
、
11
頁
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

す
の
で
、
健
康
保
険
制
度
の
二
重
加
入
と

な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
例
》

○
前
年
は
短
時
間
の
パ
ー
ト
勤
務
で
あ
っ

た
が
、
勤
務
形
態
の
変
更
に
よ
り
収
入

が
認
定
基
準
額
以
上
と
な
っ
て
い
た
。

○
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
収
入
が
認
定
基
準

額
以
上
と
な
っ
て
い
た
。

※
給
与
収
入
と
は
、
給
料
・
ボ
ー
ナ
ス
・

諸
手
当
等
の
、
各
種
社
会
保
険
料
等
控
除

前
の
総
収
入
額
を
い
い
ま
す
。

  

雇
用
保
険

　

雇
用
保
険
法
に
基
づ
く
失
業
給
付
は
、

一
定
期
間
一
定
金
額
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

か
ら
恒
常
的
収
入
と
み
な
し
ま
す
の
で
、

給
付
額
が
日
額
3
6
1
2
円
以
上
と
な
る

場
合
は
認
定
取
消
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
失
業
給
付
の
受
給
が
終
了
し
、

再
就
職
す
る
こ
と
な
く
「
主
と
し
て
組
合

員
の
収
入
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

る
」
場
合
は
、
再
び
扶
養
認
定
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
失
業
給
付
を
受
給
し
た
場
合
の
認
定
取

消
日
は
、
原
則
と
し
て
給
付
制
限
期
間
の

終
了
日
の
翌
日
と
な
り
ま
す
。
公
共
職
業

安
定
所
の
処
理
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〜
平
成
26
年
度 

資
格
調
査
を
終
え
て
〜

被
扶
養
者
が
就
職
し
た
場
合
は
認

定
取
消
の
手
続
を

　

就
職
先
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
、

収
入
に
関
係
な
く
被
扶
養
者
の
資
格
を
失

い
ま
す
。
特
に
学
校
を
卒
業
し
就
職
さ
れ

た
子
の
取
消
手
続
漏
れ
が
多
く
あ
り
ま
し

た
の
で
、手
続
は
速
や
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

収
入
が
認
定
基
準
額
で
あ
る
年
額

1
3
0
万
円
（
障
害
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
、
若
し
く
は
60
歳

以
上
で
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
1
8
0
万
円
）
以
上
と

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は

認
定
取
消
の
手
続
を

注
意
! 

年
間
収
入
と
は
?

　

扶
養
認
定
に
お
け
る「
収
入
」と
は
、

所
得
税
法
上
の
「
所
得
額
」
を
さ
す

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
年
度
（
4
月
〜
翌
年
3
月
）

や
暦
年
（
1
月
〜
12
月
）
と
い
っ
た

期
間
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
認
定

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
現
在
及
び

将
来
に
わ
た
っ
て
恒
常
的
に
取
得
で

き
る
と
見
込
ま
れ
る
年
間
の
収
入
総

額
を
い
い
ま
す
。

  

給
与
収
入

　

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
給
与
収

入
が
あ
る
被
扶
養
者
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
で
認
定
取
消
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
収
入
状
況
を
常
に
確

認
し
、
認
定
基
準
額
以
上
と
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
取
消
手

続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
収
入
が
認
定
基
準
額
を
下
回
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
雇
用
先
に
お
い
て
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

収
入
の
増
加

就　
　

職
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別　
　

居

定
を
取
り
消
す
場
合
の
取
消
日
は
、
年
金

の
裁
定
通
知
日
若
し
く
は
年
金
額
改
定
通

知
日
ま
で
遡
り
ま
す
。
認
定
基
準
額
以
上

と
な
る
ケ
ー
ス
と
し
て
次
の
よ
う
な
例
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、
年
金
額
の
改
定
や

老
齢
基
礎
年
金
・
遺
族
年
金
・
障
害
年
金

の
受
給
開
始
な
ど
、
被
扶
養
者
の
年
金
額

の
変
動
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
例
》

○
65
歳
に
な
り
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
認
定
基
準

額
以
上
と
な
っ
て
い
た
。

○
配
偶
者
が
亡
く
な
り
、
遺
族
年
金
を
受

給
し
て
い
た
。

《
父
母
の
収
入
額
に
つ
い
て
》

　

父
母
の
扶
養
認
定
に
つ
い
て
は
、
夫
婦

相
互
扶
助
義
務
の
観
点
か
ら
、
双
方
の
収

入
を
合
算
し
て
判
断
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
母
親
の
収
入
が

変
わ
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
父
親
の

収
入
が
増
加
し
、
双
方
の
収
入
を
合
算
し

た
と
き
、
そ
の
収
入
に
よ
り
父
母
が
社
会

通
念
上
、
生
活
維
持
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
場
合
は
、
収
入
額
が
増
加
し
た
父
親
だ

け
で
な
く
、
母
親
に
つ
い
て
も
認
定
取
消

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

  
事
業
収
入

　

農
業
、
商
業
、
製
造
業
、
そ
の
他
の
事

業
か
ら
生
じ
る
収
入
や
土
地
、
家
屋
等
の

賃
貸
に
よ
る
収
入
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
収
入
額
か
ら
、
共
済
組
合
が
認
め
る
必

要
経
費
を
控
除
し
た
額
が
、
該
当
者
の
事

業
及
び
不
動
産
収
入
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
税
法
上
は
必
要
経
費
と
し
て
認
め

ら
れ
て
も
、
被
扶
養
者
の
認
定
に
お
い
て

は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

  

年
金
収
入

　
　

受
給
年
金
額
の
増
加
に
よ
り
扶
養
認

認　

定　

日

　

認
定
要
件
を
備
え
た
日
が
認
定
日

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
認
定
要
件
を
備
え
た
日

か
ら
30
日
を
過
ぎ
て
届
出
が
あ
っ
た

場
合
は
、
各
所
属
所
の
共
済
事
務
担

当
課（
係
）が
そ
の
届
出
を
受
け
付
け

た
日
が
認
定
日
と
な
り
ま
す
。
遡
っ

て
認
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
届
出
は
速
や
か
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。取　

消　

日

　

認
定
要
件
を
欠
い
た
日
が
取
消
日

と
な
り
ま
す
。
遡
っ
て
認
定
が
取
り

消
さ
れ
た
場
合
、
取
消
日
以
降
に
組

合
員
証
等
を
使
用
し
て
保
険
医
療
機

関
で
診
療
を
受
け
て
い
た
と
き
は
、

共
済
組
合
が
支
払
っ
た
医
療
費
を
全

額
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
被
扶
養
配
偶
者
の
方
に
つ

い
て
は
、「
国
民
年
金
第
3
号
被
保

険
者
」の
資
格
に
つ
い
て
も
遡
っ
て

取
り
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

組
合
員
と
の
同
居
を
要
件
と
す
る

被
扶
養
者
（
義
父
母
、
兄
姉
な
ど
）

が
組
合
員
と
別
居
し
た
場
合
は
認

定
取
消
の
手
続
を

　

扶
養
認
定
要
件
の
同
居
と
は
「
生
計
（
住

ま
い
、
食
費
、
家
計
等
）
を
同
一
に
し
て

い
る
」
場
合
を
い
い
ま
す
。
二
世
帯
住
宅

や
同
じ
敷
地
内
の
別
棟
で
生
活
を
し
、
生

計
が
分
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し

て
別
居
と
み
な
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
居
を
要
件
と
し
て
い
な
い
父

母
に
つ
い
て
も
、
別
居
に
伴
い
父
母
に
対

す
る
経
済
的
援
助
を
し
な
く
な
っ
た
場
合

や
、
経
済
的
援
助
は
し
て
い
る
が
そ
の
額

（
仕
送
り
額
）
が
父
母
の
収
入
の
総
額
（
仕

送
り
額
を
含
む
。）
の
3
分
の
1
未
満
の
場

合
は
認
定
取
消
と
な
り
ま
す
。

【必要経費として認められるもの】
売上原価 (仕入れ等 )・給料・賃金・修繕費・消耗品費・
地代家賃・その他特に組合が必要と認めた経費

【必要経費として認められないもの】
減価償却費・貸倒金・借入金利息・租税公課・損害保
険料・旅費・交通費・通信費・接待交際費・福利厚生費・
広告宣伝費・運搬費・その他



ジェネリック医薬品で薬代を節約しましょう !

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

  

を
配
付
し
ま
す

　医療機関で処方される薬には、新薬(先発医薬品)とジェネリック医薬品(後発医薬品)があります。ジェネリック医薬
品とは、新薬の製造・販売の特許期間が終了した後に、新薬と同じ有効成分、効用で作られる後発の医薬品のことです。
　ジェネリック医薬品は、新薬と同様に薬事法に基づいて厚生労働省の認可を受けており、有効性、安全性が実
証されてきた新薬と同等であると認められた医薬品です。また、新薬の約2～7割程度の価格で発売されますので、
ジェネリック医薬品を選択すれば薬代が節約できます。さらに、共済組合が支払う薬剤に係る医療費も抑えられ
ますので、皆さんが毎月支払っている掛金の抑制にも効果が期待されます。
　最近では、ジェネリック医薬品メーカー各社等が、新薬に代わるジェネリック医薬品があるかどうか自分で調
べられるインターネットのサイトを開設しています。
　ただし、症状や病状などにより新薬が適切だと医師が判断することもありますので、医師や薬剤師と相談しな
がら、上手にジェネリック医薬品をご活用ください。

差額通知によるジェネリック医薬品への切替状況
　平成25年11月に「ジェネリック医薬品による自己負担軽減に関するお知らせ」を対象者500名の方に配付しま
した。その後、平成25年12月から平成26年5月までの間に21%(107名)の方がジェネリック医薬品に切替えられ、
6ヵ月間で累計約53万円の薬剤費の削減効果がありました。ご協力ありがとうございました。
　対象者：40歳以上の組合員又は被扶養者で、ジェネリック医薬品に切り

　替えた場合に1ヵ月の自己負担が300円以上軽減される方

今年度もジェネリック医薬品差額通知書を配付します
　平成26年11月から12月にかけて、ジェネリック医薬品に切り替えることにより自己負担に一定額以上の軽
減が見込まれる方を対象に、自己負担軽減額等のお知らせを配付する予定です。当該通知書が届いた方は、
内容をご確認のうえ、医師や薬剤師と相談いただき、ジェネリック医薬品への切替をご検討ください。
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累計削減額　約53万円！！

（単位：円）
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切替有り
107人
（21％）

レセプトデータ無し
15人
（3％）

切替無し
378人
（76％） ※切替人数の定義

効果測定期間中に新たにジェネリックの
使用が確認出来た者

合計
500人

◆切替人数割合 ◆削減額推移

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　

皆
様
が
病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
の
た
め
病
院
で

組
合
員
証
を
提
示
し
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、

窓
口
で
医
療
費
の
一
部
を
支
払
い
、
残
り
を
共

済
組
合
が
支
払
っ
て
い
ま
す
。
共
済
組
合
か
ら

病
院
に
支
払
わ
れ
る
医
療
費
は
、
皆
様
の
掛
金

と
地
方
公
共
団
体
の
負
担
金
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
切
な
掛
金
・
負
担
金
を
有
効
に
使
う

た
め
、
ま
た
、
医
療
費
に
対
す
る
認
識
・
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
度
も「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」を
11
月
下
旬
に
所
属
所
を
経
由
し

て
配
付
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
お
知
ら
せ
は
、
平
成
26
年
1
月
か
ら

6
月
ま
で
の
診
療
分
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

お
問
合
わ
せ
先　

共
済
組
合
保
健
課
医
療
係

（
０
８
９
‐
９
４
５
‐
６
３
１
３
）
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共
済
組
合
職
員
募
集

　

当
共
済
組
合（
事
務
局
及
び
え
ひ
め
共
済
会

館
）に
勤
務
す
る
職
員
の
採
用
試
験
を
平
成
26
年

11
月
9
日（
日
）に
実
施
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
当
共
済
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
平
成
26
年
10
月
10
日（
金
）か
ら
掲
載
し

ま
す
。



　

共
済
組
合
で
は
組
合
員
及
び
被
扶

養
者
を
対
象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。（
公
費
の
適
用
が
あ
る
方

を
除
く
。）
平
成
25
年
度
も
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
及
び
重
症
化
の

予
防
と
、
医
療
費
の
抑
制
も
期
待
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

○
補
助
金
額
…
１
０
０
０
円
（
１
人

1
事
業
年
度
に
1
回
）

○
請
求
方
法
…
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助
金
請
求
書
」
に
領
収

書
（
予
防
接
種
名
・
被
接
種
者
名
・

接
種
日
・
金
額
・
発
行
者
名
が
明
記

さ
れ
た
も
の
、

レ
シ
ー
ト
形

式
は
不
可
）

を
添
付
し
て

所
属
所
の
共

済
事
務
担
当

課
（
係
）
を

経
由
し
て
共

済
組
合
へ
ご

請
求
く
だ
さ

い
。

流
行
前
に
予
防
対
策
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
補
助
の
ご
案
内

インフルエンザ予防接種補助金額（実績）

区　分
接種者数
（人）

補助額（円）

平成23年度 8,323 8,322,900

平成24年度 8,502 8,501,250

平成25年度 8,408 8,406,300

短期給付の財政状況と全国連合会の財政調整事業

　本組合の短期給付の財政状況は、組合員数の減少や給与の伸びが見込まれな
い中、高齢者医療制度への拠出金等が大幅に増加しており、大変厳しいものと
なっています。
　平成26年度の高齢者医療制度への拠出金等は、平成25年度と比較して約5億
2,000万円増加し約56億円となっており、支出に占める割合は50%を超える状況
で、短期財政を大きく圧迫しています。
　このような状況から、本組合の財源率は、全国の市町村職員共済組合の中で
も高い率となっており、全国市町村職員共済組合連合会（以下「全国連合会」とい
う。）から財政調整交付金・特別財政調整交付金による財政支援を受けています。
　これらの交付金は、全国連合会が構成組合から集め積み立てた資金を財源と
し、組合員の方の負担を軽減するため、掛金率が一定の率を超える組合に対し
て、掛金の一部を支援するもので、本組合は本年度、約6億4,600万円の交付金
を受ける予定となっています。
　平成26年度にこの財政調整事業の交付金を受ける組合は、全国50組合中、11
組合となっています。本組合は平成18年度以降、平成24年度を除き各年度にお
いて交付金を受けている状況です。
　組合員と被扶養者の皆様には、このような短期給付の大変厳しい財政状況を
ご理解いただき、適正な受診、ジェネリック医薬品の積極的な活用や特定健康
診査の受診、特定保健指導の利用など、医療費の抑制に一層のご協力をお願い
いたします。

本組合の短期経理は全国連合会から
財政支援を受けています!
平成26年度は、約6億4,600万円の予定
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【
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
】
無
料
の
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
を
活
用
し
て
脱
メ
タ
ボ
！

　

ご
家
族（
被
扶
養
者
）で
、「
特
定
健
康

診
査
受
診
券
」・「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」

を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
手
元
の
券
を
ご
確
認
の
上
、

期
限
内
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

費
用
は
共
済
組
合
が
全
額
負
担
し
ま
す

の
で
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
組

合
員
の
皆
様
か
ら
早
め
の
利
用
を
お
勧
め

く
だ
さ
い
。
受
診
券
等
を
紛
失
し
た
場
合

は
再
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
共
済
組
合

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査（
以
下「
特
定
健
診
」）

　

40
歳
〜
74
歳
の
組
合
員
及
び
被
扶
養
者

を
対
象
と
し
た
、
メ
タ
ボ
を
は
じ
め
主
な

生
活
習
慣
病
に
的
を
絞
っ
た
健
診
で
す
。

　

な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
等
助
成
利
用
者
及

び
職
場
の
定
期
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ
た

方
は
、
そ
れ
を
も
っ
て
特
定
健
診
を
受
診

し
た
も
の
と
し
ま
す
。

※
パ
ー
ト
先
の
定
期
健
康
診
断
等
を
受
け

ら
れ
た
被
扶
養
者
の
方
は
、
健
診
結
果
を

共
済
組
合
に
ご
提
出
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
特
定
健
診
を
受
診
し
た
も
の
と
し
て
取

り
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
共
済
組

合
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
定
保
健
指
導

　

特
定
健
診
結
果
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
特

定
保
健
指
導
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
方
を

対
象
に
、
面
接
・
通
信
に
よ
る
生
活
習
慣

改
善
の
た
め
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

対
象
と
な
っ
た
被
扶
養
者
の
方
に
は
、
逐

次「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」を
送
付
し
て

い
ま
す
。
組
合
員
の
方
は
、
所
属
所
か
ら

ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

特
定
健
診
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

共
済
組
合
保
健
課
厚
生
係

（
０
８
９
‐
９
４
５
‐
６
３
１
８
）

特定健康診査検査項目一覧表

検査項目

身体計測
身長・体重
BMI・腹囲

血圧測定
収縮期血圧
拡張期血圧

脂質検査

中性脂肪
HDLコレステロール

LDLコレステロール

肝機能検査
AST（GOT）
ALT（GPT）
γ‐GT（γ‐GTP)

血糖検査
空腹時血糖★
HbA1c★

尿検査
尿糖
尿蛋白

貧血検査
ヘマトクリット値※
血色素量※
赤血球数※

心電図検査 心電図※

眼底検査 眼底※

　　 は保健指導対象者選定のための項目。 
★はいずれかの項目の実施で可。 
※は医師の判断に基づき選択的に実施。 
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平
成
26
年
6
月
20
日
え
ひ
め
共
済
会
館

に
お
い
て
、
各
所
属
所
の
労
働
安
全
衛
生

業
務
担
当
者
等
を
対
象
に
健
康
管
理
等
に

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
標
記
研
修
会
を

開
催
し
、38
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
務
局
職
員
よ
り
短
期
給
付
の
現
況
及

び
保
健
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
引

き
続
き
精
神
保
健
指
定
医
・
医
学
博
士
の

金
澤
彰
氏
に
50
年
の
精
神
科
臨
床
経
験
を

基
に『
心
身
の
健
康
を
保
つ 

生
活
リ
ズ
ム
、

食
生
活
、
生
き
甲
斐
』と
題
し
て
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
講
演
要
旨
〕

　

古
来
、
ア
ジ
ア
で
は「
心
と
身
体
は
ひ
と

つ
で
あ
り
切
り
離
せ
な
い
」と
い
う
心
身

一
元
論
が
、
西
洋
で
は
心（
精
神
）と
身
体

を
切
り
離
し
て
考
え
る
心
身
二
元
論
が
主

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

心
と
い
う
の
は
脳
の
働
き
で
あ
り
、
脳

（
心
）の
働
き
を
健
康
に
保
つ
た
め
に
は
身

体
を
ま
ず
健
康
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
生
活
リ
ズ
ム
が
一
番

大
切
に
な
り
ま
す
。
起
床
時
間
を
一
定
に

保
ち
、
そ
れ
に
連
動
し
た
規
則
的
な
食
事

と
適
度
な
運
動
で
生
活
リ
ズ
ム
を
保
つ
こ

と
が
、
健
康
の
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
き
甲
斐
の
あ
る
生
活
を
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
生
き
甲
斐
と
は
目
標

設
定
で
あ
り
、
短
期
的
な
も
の
か
ら
長
期

的
な
も
の
ま
で
、
生
活
目
標
を
明
確
に
設

定
す
る
こ
と
で
、生
活
リ
ズ
ム
が
整
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
は
目
標
を
持
て
ず
引
き
こ

も
り
と
な
る
若
者
が
増
加
し
て
お
り
、
日

本
で
60
万
人
も
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

精
神
科
の
臨
床
経
験
か
ら
お
話
し
す
る

と
、
現
在
で
は
、
診
断
基
準
が
あ
い
ま
い
で

病
気
で
な
い
状
態
に
も
病
名
を
付
け
、
す

ぐ
に
薬
が
処
方
さ
れ
ま
す
。
薬
を
飲
ま
な

く
て
も
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
生
活
目
標

を
持
つ
こ
と
で
、
精
神
に
障
害
を
持
っ
て
い

て
も
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
職
場
や
家
庭
で「
こ
こ
ろ
を
病

む
」人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
養
育
の
中
で

自
立
が
損
な
わ
れ
、
対
人
関
係
を
保
て
な

い
人
が
増
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

生
き
甲
斐
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
そ

れ
を
見
つ
け
る
た
め
に
人
は
生
き
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
心
を
修
養
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
心
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
も
う
一
人
の
自
分
を
保
つ
こ
と
が

で
き
な
い
と
、
心
の
健
康
も
身
体
の
健
康

も
保
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。

▲精神保健指定医 医学博士
　金澤　彰 氏

労
働
安
全
衛
生
業
務

担
当
者
研
修
会
開
催

平
成
26
年
度



　

7
月
23
・
24
・
25
日
に
、
え
ひ
め
共
済
会
館
に

お
い
て
50
歳
以
上
の
組
合
員
を
対
象
と
し
た
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
3
日
間

で
あ
わ
せ
て
１
８
２
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
充
実
し
た

生
活
を
送
る
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン（
人
生
設
計
）

の
作
成
方
法
や
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
「
生
き

が
い
」、「
健
康
づ
く
り
」、「
家
庭
経
済
設
計
」
に

つ
い
て
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日　    程　    表

時    間 内　　　容

10:30～10:35 開会あいさつ

10:35～10:40 オリエンテーション

10:40～11:10 〔DVD上映〕

11:10～12:00 ｢ライフプランとは・あなたのライフプラン｣
一般財団法人地域社会ライフプラン協会
業務部企画課長 八木下 牧登 氏13:00～13:50

14:00～15:00
「ゆとりを築く家計プラン」
明治安田ライフプランセンター株式会社
ライフプランサービス部業務役 植田 茂 氏

15:10～15:40 共済制度について

15:40～16:00 互助会事業について

講　 　師

業務部企画課長
八木下 牧登  氏

ライフプランサービス部業務役
植 田　茂  氏

（一財）地域社会
ライフプラン協会

平
成
26
年
度

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー（
50
歳
代
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
）開
催
！

(

一
財)

愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会
と
共
同
開
催

㈱明治安田
ライフプランセンター

平成25年度 組合員被扶養者別人間ドック等区分別利用状況

区分

年齢

1日 2日通院 1泊2日 脳ドック 合　　計 組合員
受診率

被扶養者
受診率組合員 被扶養者 組合員 組合員 組合員 組合員 被扶養者

30歳～
39歳

2,332 390 - - - 2,332 390 60.78% 27.41%

40歳～
49歳

3,288 640 132 145 - 3,565 640 78.09% 39.07%

50歳～
59歳

2,273 528 451 470 181 3,375 528 79.43% 38.60%

60歳～
69歳

185 101 59 75 28 347 101 77.98% 22.30%

70歳～       3 21 1 0 0 4 21 36.36% 7.92%

計 8,081 1,680 643 690 209 9,623 1,680 73.42% 32.64%

平
成
25
年
度
人
間
ド
ッ
ク
等
利
用
助

成
の
実
績
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
も
多
く
の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
等

利
用
助
成
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
分
は
募
集
を
終
了
し
て
お
り
ま
す

が
、
平
成
27
年
度
利
用
分
に
つ
い
て
は
、
12
月

に
所
属
所
を
経
由
し
て
募
集
し
ま
す
。
皆
様
の

健
康
管
理
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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●
●
●
参
加
者
の
声
●
●
●

○
退
職
後
の
生
活
に
つ
い
て
改
め

て
見
直
し
、
計
画
等
大
切
な
こ

と
を
学
習
で
き
ま
し
た
。

○
定
年
前
に
聞
く
よ
り
も
子
育
て

が
終
了
し
た
頃
に
聞
い
て
い
れ

ば
よ
か
っ
た
。

○
も
う
少
し
早
く
50
歳
前
半
に
セ

ミ
ナ
ー
を
受
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。

○
参
加
前
は
全
く
興
味
の
な
か
っ

た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
で
し
た
が
セ

ミ
ナ
ー
を
受
け
た
後
は
気
持
ち

に
変
容
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
と

て
も
参
考
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー
で

し
た
。



※1　住所や名前を変更された方で、共済組合に異動の届出をされていない方は閲覧ができませんので、変更の手続きをお願いします。
※ 2　年金見込額は、確認時点の給料月額等を用い、現行制度による計算を簡易な方法で行っているため実際の金額と異なります。

あなたのライフプランの参考に、
将来の年金見込額等を閲覧してみませんか
★閲覧できる内容

①将来の退職共済年金見込額
②組合員期間
③給料及び期末手当の記録
④平均給料月額及び平均給与月額
⑤前年度1年間の掛金納付額（組合員のみ）
⑥公務員共済期間に係る将来の老齢基礎年金見込額

●利用できる方

①組合員
②組合員であった方

61歳以上の方、退職
共済年金等の受給権者、
共済加入期間が一時金
全額受給期間のみの方
は除く

◆利用申込みの流れ

○Webサイトの
　利用時間

6時～24時

相談窓口（Webサイト用）
全国市町村職員共済組合連合会
年金部年金企画課

☎03-5210-4607
（9時～17時（土・日・祝日を除く））

❶

利用申込み（本人確認）❷

年金個人情報の閲覧❹

退職後、転居などをした方へのお願い
転居などにより、本Webサイトの利用ができない場合があります。
共済組合へ住所変更の届出をされていない方、お心当たりのある
方は、最終退職時の共済組合までご連絡ください。

ユーザーID通知書受領❸

●共済組合で管理する記録との本人確認を行いますので、下記の項目を全て入力してください。
　  組合を入力してください。
 共済組合加入　　　　   　○●  はい　○ いいえ
　　　　　　　　　　　　　　　※現在、組合員の方は“はい”、過去に組合に加入されていた方は“いいえ”を入力してください。

 組合名　　　　　　　　 　  市町村・都市職員共済組合　　　　　    構成組合名 　愛媛県市町村職員共済組合

 基礎年金番号
　　　　　　　　　　　　　　　（半角数字10桁）　例）9470123456　※ハイフンを入れずに入力してください。

▼ ▼

※申込みから2週間程度

基礎年金番号・氏名・生年月日
等を入力します。

地共済年金情報Webサイトにアクセス　https://www.chikyonenkin.jp/
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詳細は共済組合ホームページをご覧ください。お申込みは、所属所の共済事務担当課（係）へ
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だんしん（団体信用生命保険）

保険金の請求・届出について
だんしん

　「だんしん」は、加入者が貸付金の償還期間中に、万一死亡又は高度障害となったとき、保険金により債務を
相殺する保険制度です。加入者が死亡又は高度障害となったときは、所属所の共済事務担当課（係）を通じて
共済組合へご連絡いただき、保険会社への書類の提出、審査等を経て保険金を受け取る流れとなります。
　うち、特に高度障害については、共済組合での事実の把握が困難です。該当すると思われるときは、速やか
に所属所の共済事務担当課（係）へご連絡ください。

債務返済支援保険

　「債務返済支援保険」は、加入者が貸付金の償還期間中に、病気、傷害又は所定の精神障害により就業不能と
なったときに、最長 3年間、毎月の返済金額相当の保険金を受け取ることのできる保険制度です。
　ご加入中の方でこれらの事由に該当すると思われるときは、速やかに所属所の共済事務担当課（係）へご連
絡ください。

　共済組合の普通貸付（貸付事業）、物資供給事業は、低利で貸付けを受けることができ、給与控除
により返済していただく制度です。手数料なしで一部・全部繰上償還ができ、物資供給事業では償
還期間を柔軟に設定することもできます。また、2つの制度を組み合わせてご利用することも可能で
す。ぜひご活用ください。

普通貸付 物資供給事業

ーローンで自動車・バイク・電気製品等のご購入をお考えの方にー

便利でお得な普通貸付・物資供給事業をご利用ください

貸付金額 通常償還の場合 賞与併用償還の場合

200万円 19,000円×120回
通 常 月：15,429円
賞 与 月：61,716円
償還回数：96回

150万円 15,633円×108回
通 常 月：13,056円
賞 与 月：52,224円
償還回数：84回

100万円 12,269円× 90回
通 常 月：10,024円
賞 与 月：40,096円
償還回数：72回

 50万円  8,909円× 60回

利率（変動利率・１０月１日現在）
年利２.６６%

貸付限度額
給料月額×６月（上限２００万円）

償還回数（元利均等償還）
貸付額により固定（最長１２０回）
１００万円以上のとき賞与併用償還選択可

その他
貸付金は組合員に送金します。

利率（変動利率・１０月１日現在）
年利２.９０%

利用（立替払）限度額
２００万円

償還回数（元利均等償還）
毎月償還分は最長６０回まで。賞与償還分は、利
用額の半分以内の金額を毎月償還分の返済期間
内で任意の回数を設定できます。

その他
契約業者（指定店）で利用できます。代金は共済
組合が指定店に直接支払います。

例

利用金額 毎月償還分 賞与償還分（6・12月）

毎月払200万円 35,848円×60回 ̶

毎月払100万円
賞与払100万円

17,924円×60回
10月決定の場合
107,116円×10回

毎月払100万円 17,924円×60回 ̶

毎月払50万円
賞与払50万円

8,962円×60回
10月決定の場合
53,558円×10回



開催日 開催地 選挙区 出席議員 開催場所 参加人数

7月11日（金） 松前町

第2区

村上　一郎
池田　正司
和田　雅志

松前町役場
 3階「大会議室」

28名

7月17日（木） 松山市
池田　正司
和田　雅志

KH三番町プレイス
 4階「研修室」

31名

8月20日（水）宇和島市

第3区
二宮　洋之
清家　新生

宇和島市役所
6階「602会議室」

28名

8月26日（火） 松野町
松野町山村開発
町民センター

16名
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　住宅貸付・災害貸付・在宅介護対応住宅貸付（以下「住宅貸付等」という。）を利用して、マイホームを購入、新築、増改築
等されたときには、一定の要件に該当すれば、税法上の住宅借入金等特別控除を受けることができます。共済組合では、該当
の住宅貸付等に係る「年末残高等証明書」（平成 26 年12月31日現在）（以下「残高証明書」という。）を次のとおり発行する
予定です。 なお、住宅借入金等特別控除の詳細につきましては、最寄りの税務署へお問い合わせください。

住宅取得資金に係る借入金の
『年末残高等証明書』を発行します

□■共済貯金現在残高通知書をお送りします■□
　共済貯金現在残高通知書（平成 26 年 9 月 30 日現在）を、10 月下旬に所属所を通じ、平成 26 年 9 月までに共済貯金に
ご加入の皆さまにお送りします。お手元に届きましたら、内容をご確認いただき、大切に保管してください。
　今回は、平成 26 年 4 月 1 日から 9月 30 日までの期間に係る利息計算を行い、利息から源泉分離課税分 20.315%（国税
15.315%、地方税 5%）を控除した上で元金に加算しています。
　あわせて、加入者の皆様には「地方公務員ダイアリー 2015」をお送りしますのでご利用ください。

□■共済貯金制度のご案内■□
　共済貯金の貯金利率は年利1.0%（税引後 0.79685%）、市中銀行の定期預金より高利回りのだんぜん有利な普通貯金です。
　お預かりした資金は、国債・地方債等の債券を中心とした安全性の高い金融商品で運用（株式は保有していません）し、
なお不測の事態に備えて積み立てている積立金の額は、平成 25 年度末現在で 45 億円を超えています。
　給与控除による毎月貯金及び賞与貯金のほか、専用の払込書により随時に任意の額（千円単位）を預け入れることも
できます。大切な資産の運用先として、ぜひ活用ください。

◆ 残高証明書を発行する貸付

　平成 11 年 1 月から平成 26 年 12 月までに住宅貸付等を
借り受け、借入金の償還期間が10年以上ある貸付について、
次のとおり残高証明書を発行します。
①平成 11 年 1 月から平成 25 年 12 月までに住宅貸付等を
借り受け、入居した者（年末調整用）
…平成 26 年 11 月上旬に所属所経由で送付予定
②平成 26 年 1 月から平成 26 年 12 月までに住宅貸付等を
借り受け、入居した者（確定申告用）
…平成 27 年 1 月下旬に所属所経由で送付予定

小さく積み立てて大きく殖やす～共済貯金～

上半期(9月末)決算により利息を元金に組み入れました

◆ 交付の申請手続など

　交付の申請手続は不要です。ただし、
上記の送付期間後に工事完了報告がな
された場合で控除の対象となる方は、
別途交付申請書の提出が必要です。
　また、一部繰上償還を行ったことか
ら償還期間が 10 年未満となった場合や
住宅貸付等の工事完了報告が済んでい
ない貸付については、証明書は発行さ
れません。
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─組合の現況─（平成２6年8月末現在）

◎所属所数 .........................................................40
◎組合員数 ....................................... 14,701人
　　　　男 ...........................................9,599人
　　　　女 ...........................................5,102人
◎平均給料月額（短期） ............317,020円
◎被扶養者数 ................................... 17,284人
　（含任継 ...........................................内 171人）
◎任意継続組合員 ...................................264人
◎年金受給者数 ............................... 16,819人

◎発行所／愛媛県市町村職員共済組合　松山市三番町5丁目13-1
◎編集発行人／山内 定樹　URL http://www.ehime-kyosai.jp/　 環境にやさしい大豆油インキを

使用しています。
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ご予約・お問い合わせは ...................................

えひめ共済会館
TEL 089-945-6311
FAX 089-945-6322
〒790-0003 松山市三番町5丁目13-1
http://www.ehime-kyosai.jp/kaikan/

「四国4県共済会館・宿泊施設合同キャンペーン」

平成27年3月31日まで
1県目  お一人様 1泊2食付 7,500円(税込)
2県目  10％off 3県目  50％off 4県目  無料

「四国旅劇場」
「四国4県共済会館・宿泊施設合同キャンペーン」

四国の味を
食べ尽くそう！

第
2
幕

ご予約はお電話にて
好評承り中♪♪巡れば巡るほどお得になる

詳しくはえひめ共済会館ホームページをご覧ください。

記事の訂正とお詫び
　前号 2Pの「経理別収支決算一覧表」中、長期経理
の支出 21,160,126（千円）は、20,160,126（千円）
の誤りでした。訂正してお詫び申し上げます。

～お品書き～
小鉢　茸三種炒め（天盛り煎り銀杏）

吸物　あさりのすまし汁

刺身　戻り鰹のたたき

焼物　秋野菜の塩釜焼き

洋皿　牛ロースのカツレツ

揚物　鯖の竜田揚げと野菜の天婦羅   
変わり塩

果物　季節のシャーベット

ご飯　栗と野菜のかき揚げ丼

デザート　季節のフルーツ盛り

お1人様

1泊2食付

7,100円

秋
の

お
す
す
め

　

プ
ラ
ン

伊予路プラン




